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1　事業の概要

30年度

２　今後の事業の方向性

３　事業を構成する細事業の内容 (単位：千円)

１

□当初要求　□当初予算案　□補正予算案　　■点検事業改善シート （30年度実施事業分）

29年度 30年度

目標値

27トン

成果

27トン

令和元年度

16,957

16,957

2,282

11,999

2,676

成果指標
設定理由

① ニホンジカ食肉生産量

食肉の利用状況により施策の進捗が評価できるため、前年
度の実績を上回るよう設定

備考
プロモーション活動など、活用促進事業の一部
は営業局所管となった

合計 2.00 14,188 9,863 16,957

信州ジビエ総合振興対策
事業

安全で良質なジビエの安定的供給と消費に向け、捕獲か
ら消費に至る過程の課題を解消し、総合的に信州ジビエ
の振興を図る。

2.00 14,188 9,863 16,957

No
プロジェクト

細事業名 30年度　実施内容（実績）
職員数 平成30年度 令和元年度

No （人） （当初） （決算） （当初）

目標に対する

成果の状況

信州ジビエの消費拡大に向け、県内外で開催された大型イベントにおいて事業者によるジビエ製品、料理の販売が行われた
ほか、ジビエの安定的な市場流通に向け、飲食店に対する販路開拓活動を行うなど、積極的にジビエの需要喚起を行い消
費量が増加した。

今後、事業を
どのようにし
ていきたいか

□ 事業を実施しない ■ 事業を見直して実施 □ 事業を現行どおり実施

課　題 今後の方向性

生産量や市場流通量は増加しつつあるが、生産現場が小規
模・零細な体制であることや、ジビエ流通に関するシステムが
未確立であることから、市場ニーズに十分対応できていない。

ジビエの市場ニーズに対応するため、施設整備など良質なジ
ビエ生産の基盤整備を図るとともに、販路開拓を通じて安定
的な需要確保に取り組む。

 概算人件費 （Ｃ）

 概算事業費（B（A）+C）

 決　　算　　額（B）

概　算
人　件

費

 職員数（人）

16,859 9,863

2 2

16,204

33,063

16,436

26,299

1

8,218

25,175

5,641

0 420

当初予算
No 成果指標 29年度

達成状況

　県　債

5,733 6,141

12,733

-1,500

11,233

14,188

-1,986

12,202

事業番号 10 05 02

事
 

業
 
コ
 

ス
 
ト

区　分（単位：千円） 指標及びその達成状況

予
算
額

前年度繰越

補正予算

合計（A)

目指す姿

野生鳥獣による農林業被害の軽減を図るため、被害防除や捕獲等の対策と併せ、捕獲した個体を地域の有用な資源として
活用を進め、民間との協働により、信州ジビエをビジネスとして定着させるための総合的な振興を図り、農山村の活性化に資
する。

（主な実施内容：信州ジビエの生産及び流通の体制整備　人材育成　普及啓発　など）

Aの
財源

　一般財源

　国庫支出金

26トン 達成

　その他

現状
(予算編成時)

○野生鳥獣による農林業等への被害は９年連続して減少しているが、依然として深刻な状態
（H28年度 農林業被害額9億3千万円）
○ニホンジカの捕獲頭数が増える中、ジビエの需要量の拡大が課題
（H28年度 ニホンジカ捕獲頭数25,733頭、利用頭数3,348頭、利用率13.0%）

5,500

30年度
決算額

9,863 千円

職員数 2.00 人

choju@pref.nagano.lg.jp
事　業　名 信州ジビエ総合振興対策事業

部局 林務部、産業労働部 課・室 鳥獣対策・ジビエ振興室、営業局

実施期間 H16 E-mail

総合５か年計画（しあわせ信州創造プラン2.0）

８つの重点目標 労働生産性

総合的に展開する
重点政策

2-4 収益性と創造性の高い農林業の推進

mailto:choju@pref.nagano.lg.jp


事　業　改　善　シ　ー　ト　附　表 □当初要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

10 05 02

29年度

信州ジビエ総合振興対策事業 信州ジビエ流通体制整備
直
接

信州ジビエの需要拡大と安定流通を図るため、物流を把
握・調整する人材を設置するとともに解体加工技術講習
を実施する。

・ジビエ流通の専門化による生産量、市場需要等の情報
収集活動を事業化、販路開拓など情報収集体制を構築す
ることができた
・食肉処理事業者を対象とした品質管理講習会を開催
し、品質管理技術の底上げに関する取組に着手できた

計画通り
○

4,611 4,611 -1,986 2,202

信州ジビエ総合振興対策事業 信州ジビエ活用促進
委
託

信州ジビエの観光コンテンツ確立のため、プロモーショ
ン活動等を行う。

・信州ジビエフェア（県内外飲食店50店舗参加）
・ワイン＆シードルガーデン開催
・伊勢丹新宿店長野フェアにてジビエ商品販売
・首都圏有名店５店舗と直接供給モデルを構築
・信州ジビエマイスター11名を認定（延べ118名）
　　委託先：信州ジビエ研究会

計画通り
○

11,393 8,330 7,462 6,091

信州ジビエ総合振興対策事業 信州ジビエ活用促進
直
接

安全な信州ジビエを提供するための検査を引き続き行う
とともに、振興方針を検討するための県政モニターアン
ケートを実施する。

・放射性物質モニタリング事業等により、県内産鹿肉の
放射性物質の動向を調査
・1300名弱を対象にジビエに関する認知度などについて
モニターアンケートを実施

計画通り
○

1,340 1,417 2,115 1,570

　

　

　

　

　

　

　

　

12,733 14,358 14,188 -1,986 9,863合　　　　計

当初
(千円)

補正
(千円)

決算
(千円)

細事業
No

1

1

項目

実
施
方
法

30年度　実施内容（予定）

信州ジビエ総合振興対策事業

30年度
実施
状況

部局
事業番号

事　業　名

細事業名 30年度　実施内容（実績）

1

林務部、産業労働部 鳥獣対策・ジビエ振興室、営業局課・室

30年度

当初
(千円)

要求
(千円)


